
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

最善の利益 

 普段、自分でやりたい、自分でできるから大丈夫と

自ら行うお子さんでも、気分が乗らないこともあり

ます。その姿をどのように考え、受け止めるかで言葉

のかけ方が変わります。 

あなたならどのような言葉をかけますか？ 

意見表明 

まるっと 

この漫画は子どもの関わりの一つのヒントとして、その

場面を描いています。この関わりがすべて正解というわ

けではありません。「子どもの権利」を心にとめながら

読んでいただけると幸いです。 

 

差別のない 

 

いつも一人で 

着替えているの 
に、今日はどうし 
たのかな 

どうしたの 

かな・・・ 

体調がわるい 

のかな・・・ 

やりたくない 

 のかな・・・ 

ケンカした 

のかな・・・ 

疲れているの 

かな・・・ 

子どもは、〝みんなと一緒〟〝みんなと同じ〟を

選ばないこともあります。興味の持ち方は、さま

ざまです。 

周りにいる大人は、きっかけの芽を大切にしてあ

げたいですね。 

♪ 
♪ 

♪ 

みんなと一緒に 
こっちで 
歌おうよ 

先生～♪最近 
家でこの歌、好
きみたいで ず
っと歌ってるん
ですよ～ 

そっか～！ 

その場にいなくても 

見たり、聴いたりして 

参加してるんだね 

意見表明 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


